
第 7･8･9 合 併 破

殺虫剤の有効度とその衣示法についTC ･･･---I:･･･...::-･MH H -大
衣

13C'nzophcnon 況用蚊取脈 に就{････････････:･･･,･･･--･=･∴ ････-胡
上

村

大

ナブクーレンと.(ヲヂクt,-ルベンゼンとの駁比の比較･･････-･･････円

衰

和紙及びスフ.の琵要昏虫ヤマトシミの加芋と氾腔との関係-･･-･山

和紀及びスフの重要雪虫ヤマトシミの加啓と糊及び ●

布海苔と

所

夫

幼

生

の

稔

郎
哲

治

純

舶

臥

位

完

押
河

野

田

河

野

田

川

田

l

11

山 田 保 治- 3･1

桂覆土()アヅキノウムシに及ぼす影響特に漁度との関係に放て-長 持 純 夫- 88

茨化珪素砥粒の粒度とココク;7ウに封する殺虫効巣との関係- ････安 ZI: 安 宜- 4.-'

化笹的に不活性な物質の殺虫効果 円● 田 俊 郎･･･_49

コク37_クの羽化に及ぼす米の含水量の影響･･･････････I･-･-･･････t･･･近 米 英 哉-,5II

米b含水量が小嚢象の笹孤に及ぼす影響･･･∴････-･････-∴ --････.松 将 疋･･･58

コクノウ及びココクノウの性比主環境- - --･-=---- ･････-兵 鞘

､掠 殴 t ､

坦丑分析法 (Metl10dofAtLalysisofVarIhncc)

の罪刑試験への感用

文 献

D DT

ノ ●

河 野 達 郎- 65
′ノ

財 団 法 人 防 虫 科 挙 ･研 究∴所
Q.
京 諸特 大 畢 内1

･ 昭 和 22年 10月



＼

-パ

ー 創 刊 班

敬 刊 の 'が ､

弔電甲新防蝕剤に就て

毛枯物の哲血に就 て

松 井 元 興

誓 獣 姦 竺
山 田 保 治

妨 1 2 ~班

串毛皮畔の-tfu･-'茄防除法 ､赤 川 息 菅
コイガの生活史に就て 山 田 保 治

･第 3 班

ヒメマルカツヲブシム･Jに就きて 山 田 r保 治

二品論告表芸分とせる 高 主｢韓 三
串毛岱出の蝕宮と温度との開院(筋1報)山 田'保 治

晶霜 '芸1hE這晶琵 威か L- 酌 む

辞 4 紙

武 居 三 書

警 用クp.W 防息防鼠加工 計 毘 琵 凝
クt,スの守血ナミゴキブT)'に就きて 山 田 保 治
生糸の血岱防除に関する試政 ′ 櫛 井 好 雄

イ ガ に 就 き て ､山 田･保 治
等毛替地の蝕啓と温故との開拓(卯 湖).山 田 保 治

主 要 目■功

羊毛啓曲の稗事と塩鮭との開拓(続3凝)山 甲 保 治

ヒメ/T7ルカけ ヲ､ブシムシの持氏1-鷹 山 臼 保 治定温飼育に於ける産卵と郷化

フランスギク花に集束するヒメマ､ /山 田 保 治

㌫晶蒜詣 妄詣 寛鬼の数と其れ 谷 自 ･,久 代

＼ ∴第 ＼5 班

貯滞米の零点と共防除-(-殻的考零)･

米穀の昏患防除,rc関する研究 (節1肋

毛枝物の寄島 ･
シモ71)カツヲプ.シムシに就きて
毛織物主導寄息の蝕事と

春

武官山

蒜琵1g岩蒜炭等蒜1竃デし 山
羊毛苦虫の蝕事と況鑑との開拓(約4報)山

妄言;貢ぎ三望遠蓋誓言孟霜 詣
苑に関する考察 (約,2湖)･

青

書郎冶
治

治

息

三武侠
･
保

伐

川

届畠田

田

田

ムH4}

ヽヽ･-.一リー

保
久

田
口

山
谷

弟 6 班

芸雲霞警苧誓 言;･衰 諸 芸壬シ… 保 治

三三雷撃 去晶晶･和臥 山 H 保 治
シ ミに封する柿粒の防虫効･見･に庇で 山.田 保 治

禦 惣瑠 蓋蒜 晶品mVh':品妄言 山 臥 保 治

財囲法人防虫科聾研究所級別及役員

総 則

第1保 水法人-財田法人防虫科挙研 究所 卜稀
.ス.

∫
第軍隊 本紙人で防瓜科笹三関スル研究ヲ奨翰シ

共敏速ヲ固 ルヲ以テ目的 トス･■-∫

第8供 本法人〈前隙ノ日的ヲ達スケi･S左ノ事業
･ヲ行フ･

1防盈科轟三関スル研究者君ハ国体工封シ

研究資金 /交付･
･- 2防盈科挙三関R,ル研究及調査･:

与 防盈科挙-.閲シ有嬰ナル哉明ヲナシタル
者三封スル敬明奨掛金ノ交付･

4其 ノ他第2伐ノ日的ヲ迎 スルニ必嬰ナル

事業･

第4位一本法人-事務所i京都市左京匡曽田町

京都大串内三国ク･

･役 員 ,

理事長 京都大串組長 予 LL馬 糞 利 三 郎

世 事 涼郡大鞘 ヒ撃研究所長 野 薄 青正三部

理 事 京都大挙教授 武 居 三 菅

串

事

事

事

事

ー雑
事

理

想

理

屈

監

監
.皇

林

山

.Jtl

田

由

藤

田

小

中

山

本

岡

丙

硯

政 治

和

孫

弘

.番

地

7

天

野



Zqumbcr87●8●9■

Ei

＼

BOTYU-KAC)AKU ･′ヽ

1

JOctober,1947

＼l
Il

Ht.''耶 IEN T IF'IG i耶 E GT 朝 M ROL"

I
B山1etinoftheInstituteof.InsectControl

＼ . .CONTENTS

OrISAW ,̂1V.L& S.N̂ (払SAWA･ ､
ThcISffcctivcn_cssof▲Ill昌ccticidcsよndMetllOds.ofitslndicat王bn

T̂ K̂HO,T.,.M.UF.DA,I.MURASAWA,良 M.6NO

ontheMosquitocidcIIllbcIISCmadeofPyrethrummiⅩcdwJ'thBcnzophcnon∴ ･･･-ll

tJTID̂,a.& C.IIARUKAWA
ComparisonoftheToxicActionsofParadichlorobcnzelleandNaphtllalenc･･= ･･････16
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